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エディンバラの LRT は 2014 年に開業した全長 14km の路線で，都市中心部の York Place と郊外のエデ

ィンバラ空港を結んでいる．都市中心部の York Place と Haymarket 間の 2.6km が既存の道路空間を再配分

して軌道を敷設した区間となっている．エディンバラの都市交通は従前はバス交通が主体であり，LRT 開

業後も多くのバス路線が都市中心部に乗り入れることになるために，中心部の目抜き通りである Princes 
Street は往復 4 車線分の走行空間を中央の 2 車線分を軌道敷，残りの 2 車線をバス・タクシー専用レーン

にする LRT とバスの複合トランジットモールとして運用を行っている．本研究は，実測調査に基づいた

トランジットモールの交通量の実態について報告するほか，周辺の街路と併せて自動車交通と歩行者交通

をいかに分離して運用を行っているかについて考察を行い，トランジットモールの運用のあり方について

の論点整理を行うものである． 
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1. はじめに 

 

イギリスのスコットランドの首都エディンバラは人口

約 46万人の都市である．2014年 5月 31日に都市中心部

の York Place と郊外のエディンバラ空港を結ぶ 14km の

LRT 路線が開業し，空港と都市中心部の Haymarket の間

は旧鉄道線を活用した専用軌道，Haymarket と終点の

York Place の 2.6km 区間は既存の道路空間を再配分して

軌道を敷設している（図-1）．エディンバラの都市交通

は従前はバス交通を主体としたものであり，LRT 開業

後も多くのバス路線が都市中心部に乗り入れることにな

るために，中心部の目抜き通りである Princes Street は往

復 4車線分の走行空間を中央の 2車線分を軌道敷，残り

の 2 車線をバス・タクシー専用レーンにする LRT とバ

スの複合トランジットモールとして運用を行っている．

本研究は，実測調査に基づいたトランジットモールの交

通量の実態について報告するほか，周辺の街路と併せて

自動車交通と歩行者交通をいかに分離して運用を行って

いるかについて考察を行い，トランジットモールの運用

のあり方についての論点整理を行うものである． 

 

2. エディンバラ・トラムの概要 

 

エディンバラ・トラムは 2008 年に路線の建設が開始

され，当初事業費 5億 4500万ポンド（約 747億円，1ポ

ンド=137 円換算，2017 年 4 月現在のレート）で，スコ

ットランド政府が 5 億ポンド、民間資本が 4500 万ポン

ドという負担割合で 2011 年の開業を目指して事業が進

められていた 2), 3)．しかしながら，地中埋設物の移設を

はじめとした工事方法の変更などが生じたため開業が

2014 年にまで遅延し、事業費も 7 億 7600 万ポンド（約

1063 億円）にまで膨れ上がった結果，第一期路線予定

の 18.5kmから 4.5km短縮した区間の開業となった 4)． 

2017 年現在の運行頻度は，日中 7 分間隔，その他 10

分間隔で，エディンバラ空港と York Place の間の 14km

を 36分（表定速度 23.3km/h）で結んでいる 1)．このうち

専用軌道区間 11.4kmを 25 分（表定速度 27.4km/h），併

用軌道区間 2.6kmを 11分（表定速度 14.2km/h）が時刻表

上の走行時分となっている． 

車両は車両長 40m で定員 250 人となる CAF 社製の

Urbosシリーズの車両を 27編成保有している 5)．2015年

の利用客数は年間 538 万人となっており 6)，1 日当たり

約 14,700人の利用となっている．運行本数は開業当初か

ら増発されており，利用客は増加傾向にある． 
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3. エディンバラ市街地の道路空間配分 

 

(1) トラム走行区間の道路空間再配分 

 Haymarketと York Placeの間の併用軌道区間においては，

車道のみであった道路空間を軌道と車道に空間の再配分

を行っている．Shandowick Place （表-1 (1)）においては，

従前は 4車線分の車道で外側の 2車線がバスレーンであ

ったのを，内側の 2車線を車両も走行可能な軌道を敷設

した形となっている．現在はトラムと公共交通車両（バ

ス，タクシー）のみが通行できる空間としている． 

 Princes Street（表-1 (2)）においても，従前は 4車線分の

車道となっていたのを，内側の 2車線を車両も走行可能

な軌道を敷設した形となっている．なお，Princes Street

は基本はトラムと公共交通車両のみ通行可能な空間であ

るが，南北方向の通りが交差する 3箇所の交差点におい

てクランク形状の交差点となっているために一般車両が

乗り入れる区間が存在する． 

 St. Andrew Square（表-1 (3)）においては，従前は 4車線

分の幅員のある車道の外側 2車線分が路上駐車帯となっ

ている道路であったが，車線の南行 1車線のみの一方通

行にし，2線の軌道と拡幅した歩道に再配分している． 

 York Place（表-1 (4)）においては，従前は 5車線分の幅

員のある車道のうち，内側の 2車線を 2線のトラム専用

軌道に再配分している．ここは引き続き一般車両が通行

可能な道路として運用されている． 

 エディンバラの併用軌道区間の特徴としては，バス路

線が多く残っていることから，バスの走行空間の確保が

意識された空間の配分となっている．一方，歩行者空間

に関しては従前の歩道幅員のままである区間が多く，幅

員が拡大された区間はごく一部に限られている． 

 

 

表-1 沿線の道路空間配分の事前事後比較 

(1) Shandowick Place: West End 付近 

 
2009.年.9月14日撮影 

 
2016年9月1日撮影 

(2) Princes Street: Waverley駅付近 

2009.年.9月14日撮影 2016年9月1日撮影 

(3) St. Andrew Square電停 

 
2009.年.9月14日撮影 

 
2016年9月1日撮影 

(4) York Place付近 

 
2009.年.9月14日撮影 2016年9月1日撮影 

図-1 エディンバラ・トラムの路線図 1) 
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(2) 歩行者空間の実情 

 現地踏査（2016年 9月 1日実施）に基づくエディンバ

ラ市街地の交通規制状況を図-2 に示す．一般車両が通行

可能な東西方向の幹線道路は Queen Street で，地図中央

の東西方向の大通りがトランジットモールである Princes 

Street となっている．先述の通り一般車両は通行できな

い規制がなされているが，南北方向の通り抜けを可能に

するために 3箇所の交差点がクランク形状になっており

一部一般車両が通過する区間がある．Princes Street の北

側は商業施設が多く立地する通りとなっており，歩道幅

員も 8m 程度と従前から広く取ってある．一方，Princes 

Street の南側のがけ下に公園が広がっており，通りの南

側には実質上沿道施設が何もない状況となっている． 

 Princes Street とその北側にある東西方向の大通り

George Street に挟まれたエリアが中心市街地を構成する

ブロックとなっており，2 つの大通りの間にある東西方

向の Rose Street が歩行者空間として運用されている道路

となっている．この通りは車両が乗り入れる場合でも一

方通行化され，また Princes Street とは行き来できない形

にされており，歩行者優先の道路運用がなされている． 

 

4. トランジットモールの通行実態 

 

(1) Princes Streetの断面交通量 

 ここまでトランジットモールとして運用されている

Princes Street のトラム路線としての位置づけ，市街地道

路網としての位置づけ，歩行者空間としての位置づけに

ついて紹介してきたが，実態としてどの交通主体がどの 

程度通行しているのかについて，ごく一部の時間帯では

あるがその実態を報告する． 

 調査日時は 2016年 9月 2日金曜日の午前 9時 45分か

らの 30 分間で，Princes Street の電停から西方面にビデオ

カメラを設置し，軌道，車道，歩道のそれぞれの区分の

通行量を計測した（図-3）．通りの総幅員は約 30m で，

北側の歩道が商店に面する歩道で幅員が約 8.5m である．

車道 1車線と軌道 1線が双方向にあり，南側の歩道幅員

が約 3.5mである． 

 通行量を見るとトラムが片方向 3 本であり 10 分間隔

の運行となっている．バスは片方向 60 台前後であり 30

秒に 1台の割合とかなりの頻度で通行していることが分

かる．また，タクシー等の他の車両が片方向 40 台程度

の通行となっている．歩行者については，北側の歩道が

649人と 1時間当たり約 1300人の通行量となっているの 

Princes Street 交通量調査
2016年9月2日（金）午前9：45～10：15

総幅員約30m

歩道
8.5m

軌道＋車道
7.5～8.5m

車道＋軌道
7.5～8.5m

歩道
3.5m

中央帯
1.5～3.0m

歩道 車道 軌道 軌道 車道 歩道

トラム ‐ ‐ 3 3 ‐ ‐ トラム

バス ‐ 62 16 1 55 ‐ バス

他車両 ‐ 14 26 3 34 ‐ 他車両

歩行者 187 ‐ ‐ ‐ ‐ 649 歩行者  
図-3 Princes Streetの断面構成図および交通量 

・・・階段

・・・道路標識等による自家用車等の進入規制

・・・電動ボラード（または遮断機）による進入規制

・・・固定柵や固定ポール等による進入規制

・・・一方通行

・・・頂点の方向に対して歩行者ゾーンを示す標識

・・・行き止まり

点線・・・歩行者用の経路

・

・

・

・

・

・

・

・

図-2 エディンバラ市街地における交通規制状況 
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に対し，南側は 187人と北側に比べると約 4分の 1の通

行量となっている． 

 この通りは，北側にのみ商業施設が立地する通りであ

るため，北側の歩道に接してトラムのバスの走行路が存

在しているという状況である．しかしながら，東行きの

バスは歩道にすぐ降りれるものの，西行きのバスとトラ

ムについては道路を横断しなければならないという点に

おいては通常の道路と変わり映えしない通りとなってい

る． 

 

(2) トランジットモールにおけるトラムの走行実態 

 次にエディンバラ・トラムの併用軌道区間である

Haymarketから York Place間の走行実態について，GPSロ

ガーを用いて計測した運転曲線図を示す（図-4）． 

 走行速度は時速 30km 以下の速度であるが，優先信号

システムの運用により電停から電停の間は停止すること

なく走行することができている．Princes St以降は交差点

を曲がる箇所が 2箇所あるためさらに速度が遅くなって

いるが，この区間も信号などで停止することなく走行す

ることができている．その結果，2.6km を 11 分 55 秒と

時刻表上の時刻より約 1 分遅い所要時間（表定速度

13.1km/h）で走行していた． 

 

 
図-4 エディンバラ・トラム併用軌道区間の運転曲線（2016 年

8月 31日水曜日 18時 13～25分の実測結果） 

 

5. おわりに 

 

本稿では，2014年に開業したエディンバラのLRT (Ed-

inburgh Trams) を事例として，既存の道路空間を活用して

いかに軌道敷空間を確保し，いかに自動車交通と歩行者

交通の折り合いをつけながら LRT の運行を行っている

かについて，現地調査に基づいたトランジットモールの

運用実態について報告した． 

 軌道敷空間の確保のための道路空間の再配分に関して

は，一般車両の通行は規制し，軌道上を車両が通行でき

る仕様で軌道敷敷設する形で，バス，タクシー，そして

トラムの通行に特化した公共交通専用道路として運用し

ている実態となっていた．また，商業施設が沿道に多く

立地している Princes Street においては，商業施設に接す

る歩道は従前から 8.5m の広い幅員の歩道となって いる．

公共交通と歩行者が通行する街路という意味ではトラン

ジットモールではあるものの，断面構造としては歩車分

離の形態のままとなっていた．このような実情となって

いる要因の 1つにはエディンバラの公共交通網の大半が

バス路線で支えられていることにあり，交通量の実測調

査で示したようにトラムが 10 分間隔なのに対して，バ

スは 30 秒間隔で運行されており，トラムでバスを代替

する状況ではないのが実情である．トランジットモール

の導入とその運用はその都市の公共交通網の形成状況と

市街地の歩行空間との関係性に依存しており，今後も他

都市の事例調査を通じてその特性を把握することが重要

であろう． 
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